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信州大学・飯田市共同研究 第１回研究会の報告について 

 

１ 研究目的 

リニア中央新幹線及び三遠南信自動車道の開通を契機とした飯田・下伊那地域のグローバ

ル・ブランディングの方略について、伊那谷の現在、過去、未来に通底する価値を信州大学

の専門的な知見から学術的に検証し、飯田・下伊那地域の本質的な価値について明らかにす

ることで、地域に根ざしたブランディングの構築を進める。 

 

２ 研究テーマ 

  「飯田・下伊那地域の文化における本質的価値とは何か」 

 

３ 研究概要 

（1）飯田・下伊那地域の価値の抽出 

地域住民の暮らしの中に根付いている特徴的な文化の本質をヒアリングや現地調査を

通じて探っていく。 

（2）飯田・下伊那地域の風土と暮らしの本質を可視化 

抽出した価値について文書としてとりまとめるとともに、海外にも発出できるようなパ 

イロット版映像等の制作により可視化し、ワークショップを通じて検証する。 

 

４ 信州大学研究体制 

  （研究者） 林靖人副学長、中嶋聞多特任教授、菊池聡教授、勝亦達夫講師 

 

５ 第１回研究会の報告 

（1）テーマ 伊那谷の民俗芸能から飯田下伊那地域の本質的価値について考える 

（2）場所  飯田市美術博物館 柳田國男館 

（3）日時  令和５年８月 21日（月） 17:00～19:30 

（4）内容 

  ①オープニング  

・人形演舞（百鬼ゆめひなと森田梅泉氏の笛の演奏との共演） 

②共同研究の趣旨説明 

・信州大学 中嶋聞多特任教授 

  ③あいさつ 

   ・飯田市 佐藤健市長 

   ・信州大学 林靖人副学長（web 参加） 

④基調講演 

・演題    「伊那谷の民俗芸能の特質」 

・講師    櫻井弘人氏（元飯田市美術博物館学芸員） 

・講演内容  裏面に概要を添付 

⑤意見交換 

・講師        櫻井弘人氏 

・信州大学研究分担者 中嶋聞多氏、勝亦達夫氏（web 参加） 

・研究協力者     レレイト・エマニュエル氏（名古屋大学） 

分藤大翼氏（信州大学）（web 参加） 

石丸亜矢子氏（一社 循環型経済研究所） 

・飯田市       佐藤健市長 

（5）今後の予定 

  ９月中に第２回目の研究会を開催予定（研究者及び研究協力者と日程調整中）。 
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６ 基調講演 

（1）講演テーマ 「伊那谷の民俗芸能の特質」   講師 櫻井弘人氏 

（2）講演内容の概要 

➢ 南信州における民俗文化財の状況 

・長野県内の国指定重要無形民俗文化財が南信州に県内 10 件中６件存在（うち３件は

ユネスコ無形文化遺産登録）。 

・国選択無形民俗文化財は県内 22件中 11 件（霜月祭り、今田及び黒田の人形芝居）存

在。 

・南信州は中世から近世初期の芸能から近世、近代に至るまでの芸能まで存在しており、

日本芸能史の縮図である。 

➢ 飯田下伊那地域における芸能の広がり 

○中世から近世初期の芸能 

・霜月神楽は中世から近世初期の神事芸能である。南信州でも南端の山間地域から東

三河・北遠江にかけて数多く分布。（遠山、天龍・富山、奥三河、水窪） 

○近世中期以降の芸能 

・飯田盆地を中心に娯楽芸能が発達。芸能の地域は山間部から都市部へ。神事芸能か

ら娯楽芸能へ変遷。 

・江戸、京都、大坂や三河の文化が伝わる。村の祭礼で産土神への奉納芸として若者

が担い手の中心となる。 

➢ 芸能の質的変化 

○中世から近世初期の芸能（霜月神楽など） 

・中世から近世初期の芸能は神事色が強く、開郷に関わった家が中心。 

・民間の宗教者等が担う年間祭祀の中に位置づく秘伝・口伝の中で継承された。 

○近世以降の芸能（人形芝居、歌舞伎、獅子舞など） 

・近世以降の芸能は娯楽色が強く若者たちが担い手となる。 

・春祭りや秋祭りが中心で他の地域から芸能指導者を招き、先取な気質や隣村と競い

合う精神が醸成された。 

・近世の飯田下伊那は飯田藩をはじめ、いくつもの知行所に分割統治されていたため、

競い合いが生まれ、進取の気質が醸成され、独自性を重視する気風が育ったのでは

ないか。 

➢ 伊那谷における民俗芸能の特質 

【地理的特質】 

○中世から近世初期 

・中央構造線沿いに伸びる宗教都市（伊勢・熊野～諏訪）を結ぶ南北の街道に位置す

る地域だった。 

○近世中期以降 

・東西の文化の拠点（京都・大坂～名古屋～江戸）を結ぶ街道に位置する地域だった。 

【伊那谷の特質として残っているもの】 

   ・伊那谷は文化の十字路となり、日本の東西文化の混交・複合する地域が生まれた。 

・西日本・畿内文化の東限となり、東日本・関東文化の西限となった。 

・飯田下伊那地方の人々の信仰心や向上心（競争心、進取性）・向学心（知的好奇心）、

知のネットワークが飯田下伊那の歴史文化を形づくるとともに、日本の近代化に

名を残すような田中芳男、菱田春草、柳田國男などの偉人を育んだ。 

・南信州は各時代の民俗芸能が重層的に伝承される日本全国でも有数な地域。 
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